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　特集「量子物質の科学」はいかがだったでしょうか。
各先生方の量子物質の研究に対する思いがよくわかる特
集だったと思います。冒頭の「量子物質科学の進展」で
も述べましたが、「量子物質」は Quantum Materials の
訳です。Materials を「物質」とするか、「材料」とする
か、もしくは訳さずに「マテリアル」とするかという選
択肢がありますが、物質の基本から理解してから応用に
向かうという立場から「物質」を用いています。その観
点から、今回の記事は、物質の基礎的な側面を研究され
ている先生方にお願いしました。どの場合でも量子力学
に立脚した物質の特性を明らかにして現代社会の進歩に
役立てるという点は変わりません。なお、文科省科研
費・学術変革領域の「精密数値計算が切り拓く宇宙の量
子物質科学」でも「量子物質」が使われていますが、こ
れは Quantum Matter の訳ですので注意が必要です。
　量子物質の示す一つの現象に超伝導があります。もし
室温で超伝導状態となる物質が見つかればそのインパク
トは非常に大きいので、少しでも高い超伝導転移温度を
目指して世界中で研究が行われています。成果を強調し
たいという思いから、研究者が十分な検証を行わないま
まデータを公表してしまうことがあります。また、出版
社もそのインパクトの大きさゆえに、高温での超伝導が
発見されたという報告を好む傾向があります。それが悪
い方向に働いて、出版された論文が取り下げられたり、
応用を見越した株価との関連からマスコミがいびつな形
で取り上げたりということが何度か起きています。例え
ば、高圧のもとでの水素化化合物の室温超伝導発見とい
う“スキャンダル”や、超伝導の証拠がない室温超伝導
体の報告といったことをご存じの方も多いかと思います。
このような不正確な報告に対しては、様々な角度からの
検証が即座に行われてその真偽が明らかになっています。
その意味で、量子物質科学に携わるコミュニティーには、
量子力学を基盤とした物性物理という物理学の精神に従
った健全さがあるといえます。今後、量子物質科学から
これまで見つかってこなかった未知の量子現象や、それ
を用いた応用への道筋が報告されること、その一端を理
科大発の研究が担ってくれることを期待して、編集後記
とさせていただきます。

〔遠山　貴巳：先進工学部〕
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特集：理系大学で英語を学ぶ

●理系大学で英語を学ぶ
●第二言語習得研究から考える英語学習方法
● Noda	English	Programができるまで
●英語授業実践の諸相
●英語教育革新への二つの道：東京理科大学における
批判的思考と多読の実践

●野田キャンパス英語科目に対する満足度
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